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抄録 

日本語には，自称詞・対称詞が数多くに存在している．本研究では，そのように多様な自称詞・

対称詞について，対人関係に基づくカテゴリーに分類した上，「話し手と聞き手の関係」から分析

し，それぞれの用法を明らかにすることを目的とする．用例には，従来自称詞・対称詞に関する研

究に，充分用いられてこなかったマンガをデータとして用いることとする． 

 
１． 研究背景 
 日本語の自称詞（例えば「わたし」「ぼく」等）・

対称詞（例えば「あなた」「きみ」等）は，よく知

られるように多様であり，人間関係や場面によっ

て様々に使い分けられている． 

その多様性を反映するように自称詞・対称詞に

関する研究は，様々な側面から取り組まれている． 

例えば，西川（2002）・長田（2010）等の幼児の

自称詞・対称詞の使用の研究や安井（2005）・永田

（2009）のような特定のテキストにみられる自称

詞・対称詞の研究，鈴木（1973）・松村（2001）の

ような談話に参加する人々の社会的属性に着目し

た自称詞・対称詞の研究，村中（2015）等の方言

の研究，小嶋（2001）・Vu Thi Thu Thao（2009）の

ような日本語と外国語との対照研究，大浜（2001）
のような日本語教育の視点から考察された研究が

ある． 

例えば社会的属性に着目した鈴木（1973）では，

40 歳男性をモデルケースとして，日常会話に使用

される自称詞・対称詞について調査している．そ

こでは，自己を中心に目上・目下を区別する親族

の地位分割線を設けて，分割線に対する位置，あ

るいは人間関係の中の地位によって異なる自称

詞・対称詞の使用規則を挙げている．また，小林

（2002）では，職場で録音されたデータベースを

用いて対称詞を捉え，場面と対象となる協力者の

社会的属性，とりわけ話者の性別・年齢と対称詞

の用法との関係を詳しく分析している． 

 一方，発話の伝達意図の視点から自称詞・対称

詞にアプローチする論考もみられる．例えば，仁

田（1978）・（1991）では自称詞・対称詞及び他称

詞について論じている．仁田（1978）は，文を＜

表出型＞＜訴え型＞＜演述型＞の三種の類型に分

けて分析し，文の類型によって人称に制限がある

と指摘している．＜表出型＞は自称詞に限られ，

＜訴え型＞は対称詞のみを取り，＜演述型＞には

人称制限がないと述べている． 

さらに，仁田（1991）は，発話・伝達のモダリ

ティを＜働きかけ＞＜表出＞＜述べたて＞＜問い

かけ＞の 4 タイプに分けて，発話・伝達のモダリ

ティに関わるガ格の人称代名詞の限定について触

れている． 

また，スタンコ・カタジナ（2011）は日本のド

ラマをデータとして，ガ格の一人称の明示条件を

考察し，自称詞の一類である一人称代名詞の出現

する場面を検討し，発話機能の面から，＜反論＞
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＜意思表明＞＜個人の属性＞＜感情の表現＞＜物

事の説明＞＜告白＞＜思考知覚表明＞＜自己紹介

＞＜確認＞＜情報の要求＞＜否認＞の11タイプに

分類している．さらに，そのうちの＜反論＞＜意

思表明＞＜個人の属性＞＜感情表現＞という出現

の比率が最も高い 4 タイプを特に考察し，ガ格の

一人称代名詞の使用条件について検討している． 
一方，緒方（2015）では，呼称を人名と敬称・

職業名と役職名・人称代名詞・一般名詞類・親族

名称に分け，それぞれの生成プロセスについて論

じている．また，緒方は，例えば妻のことを「お

母さん」と呼んだり，息子のことを「お兄ちゃん」

と呼んだりするような鈴木（1973）が触れた「虚

構的用法」にみられる，起点が推移する現象（起

点推移）についても論じている． 

このように，先行研究では様々な視点から自称

詞・対称詞について取り組まれているが，自称詞・

対称詞の分類方法が確立されているとは言いがた

く，自称詞・対象詞の種類や，考察対象とする場

面も限られており，それらの考察が今後の課題と

して残されている． 

 
２． 研究方法 

本研究では，自称詞・対称詞の用法を明らかに

することを目的とする．そのため日本語にみられ

る自称詞・対称詞を人称代名詞・役職名等下記の

7 種のカテゴリーに分類した上，「話し手と聞き手

の関係」について考察する．  
このような研究に取り組む場合には，日常的に

交わされる自然な談話をデータとして用いる方法

も考えられるが，自然な談話データでは談話の流

れや参加者の人間関係と自称詞・対称詞の用法に

ついて分析する際に必要な情報が充分でないケー

スがみられる．そのため，情報がより明確に見え

るコンテンツを考察する必要がある．そのような

コンテンツの中でも，マンガは登場人物の人間関

係・ストーリーの展開等が読者に伝えられるよう

に構成されており，分析に必要な情報が示されて

いることが多い．また，従来マンガをデータとし

て用いる自称詞・対称詞の研究は管見の限り極め

て少なく，先行研究にはみられない新しい知見を

得ることができるものと考えられる． 

考察の対象は，現実の社会生活を描いた作品で

あり，且つ 2000 年以降に出版された下記の 12 巻

に絞ることとする． 

ひぐちアサ（2001）『家族のそれから』 
羽海野チカ（2002）『ハチミツとクローバー』 

第 1 巻 

安野モヨコ（2004）『働きマン』第 1 巻 
高橋しん（2005）『トムソーヤ』 

芦原妃名子（2007）『月と湖』 

高嶋ひろみ（2008）『未満恋愛』第 1 巻 
岸本ナオ（2008）『雨無村役場産業課兼・観光係』

第 1 巻 

ろびこ（2009）『となりの怪物くん』第 1 巻 
冬目景（2009）『ももんち』 

ヤマシタトモコ（2010）『HER』 

渡辺ペコ（2012）『BODER』第 1 巻 
上記 12 巻の作品から収集した自称詞・対称詞の

用例は 1592例である．そのうち，自称詞は 616例，

対称詞は 976 例がある． 
 

３． 自称詞・対称詞の分析 
3.1. 自称詞・対称詞のカテゴリー 
先に述べたように日本語には多様な自称詞・対

称詞がみられるため，研究によってカテゴリーの

分類法が様々に示されている．例えば，鈴木（1973）
では自称詞・対称詞のカテゴリーとして「人称代

名詞」「親族名称」「役職名称」が挙げられている．

また，緒方（2015）では，より詳しく「人名・敬

称」「職業名・役職名」「人称代名詞」「一般名詞

類」「親族名称」「ゼロ自称詞・対称詞」が示され

ている． 
一方，日本社会における人間関係は，三宅（1995）

によると，自分を中心にし，ウチ・ソト・ヨソに

分けられるという．また，それと同時に上下関係

も密接にかかわっているものと考えられる．した

がって，本研究では，今回収集したデータに基づ

いて，緒方（2015）を参考にし，以下のようにウ

チ・ソト・ヨソの区別と上下関係の区別を考慮し

たカテゴリーを立てることとする． 

① 「人称代名詞」（わたし，ぼく，あなた，

きみ等）自称詞 570 例，対称詞 241 例． 

② 「人名」（姓名・苗字・名前・略名を含む

自称詞・対称詞）自称詞 19 例，対称詞 578
例． 

③ 「役職名称」（姓名・苗字・名前・略名が

前に付くあるいは付かない社会的地位を表

す自称詞・対称詞：先生，部長，森田先輩等）

自称詞 4 例，対称詞 89 例． 
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④ 「親族名称」（姓名・苗字・名前・略名が

前に付くあるいは付かない親族関係におけ

る地位を表す名詞：お母さん，透子おばあち

ゃん等」17 例，36 例． 
⑤ 「ニックネーム」（略名を含めない名前か

らのニックネーム，個人の特徴からのニック

ネーム）自称詞 0 例，対称詞 16 例． 
⑥ 「方向指示の自称詞・対称詞」（方向指示

代名詞からなる自称詞・対称詞：こっち，そ

ちら等）自称詞 4 例，対称詞 0 例． 
⑦ その他（「お二人」，「みんな」「うち」等）

自称詞例 17 例，対称詞 17 例． 

 ①，②，③，④，⑤のカテゴリーは緒方（2015）
での「人称代名詞」「人名・敬称」「役職名称・職

業名称」「親族名称」「ニックネーム」と一致する

が，⑦は緒方（2015）で触れられていない．一方，

緒方（2015）にみえる「ゼロ呼称」はデータとし

て自称詞・対称詞が現れていないため本研究で取

り扱わないこととする． 
 

3.2. 自称詞・対称詞の用法 

 対象とする作品から収集した自称詞・対称詞の各

カテゴリーの出現率はグラフ 1，グラフ 2 のとお

りである． 

人称代名詞 92.53％

人名 3.08％

親族名称 0.65％

役職名称 0.65％

方向指示名詞 0.32％

ニックネーム 0.00％

その他 2.76％

グラフ 1－自称詞の各カテゴリー 
 

自称詞については，人称代名詞が各カテゴリー

のうちで最も多く，92.53％を占めている．次は人

名 3.08％である．役職名称と親族名称は同じく

0.65％みられる．但し，役職名称の場合は特定の

職業（いずれも「先生」）と特定の場面（教師が小

学生に対して話しかける場面）にしかみられない．

そのような用法は鈴木（1973）において「共感的

同一化」が働いたものと指摘されている．一方，

緒方（2015）では，同様の例を「同一化とせず起

点となる自我が移動した」ものと説明している．

この場合は，相対的な人間関係を充分把握できて

いない小学生の立場に立ち，相手の視点からみた

ときの呼称を自称詞として用いている例と考えら

れる．一方，ニックネームについては，例えば「し

おりん」等のように少女の可愛らしさを強調する

「役割語」の働きで作品中に自称詞としてよく用

いられる場合があるが，今回の考察データには用

例が見当たらない．また，その他は「うち」のよ

うに「ウチ・ソト・ヨソ」の区別として使われて

いるか，自称詞として使われているか区別の難し

い例がみられる（グラフ 1）． 

人名 60.14％

人称代名詞 24.69％

役職名称 9.12％

親族名称 3.69％

ニックネーム 1.64％

方向指示の対称詞 0.00％

その他 0.72％

グラフ 2－対称詞の各カテゴリー 

 
 このような自称詞に対して，対称詞の各カテゴ

リーの内，最も出現率が高いものは人名（60.14％）

である．続いて人称代名詞（24.69％），役職名称

（9.12％），親族名称（3.69％）の順になる．「人名」

と「人称代名詞」は，目下に対する対称詞として

用いられることが一般的である．それに対して「あ

なた」等の目上に対するものも現れるが，極めて

少ない．対称詞として「人名」を目上に向かって

使用する場合，例えば会社内で部下が部長のこと

を「○○さん」と呼ぶことは適切な用法であるが，

親族の間には，子供が親のことを「○○さん」と

呼ぶことはあまりみられない．それに対して，「人

称代名詞」は対称詞として目上に対して通常使え

ない．このような用法の制限が，「人称代名詞」と

「人名」の出現率の結果に影響しているものと考

えられる． 

 役職名称・親族名称については，目上に対する

対称詞として用いられ，目下に向かって用いられ

る対称詞の例は，今回のデータには現れていない．

また，ニックネームは 1.64％である．ニックネー
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ムの対称詞は学校・職場等の同じ環境で比較的親

しい親友の間にみられる．尚，『雨無村役場産業課

兼・観光係』の春野銀一郎という登場人物は地元

の住民に「銀ちゃん」と呼ばれている．また，東

京にいる銀の大学同級生は 3 人登場し，3 人とも

春野銀一郎に対して「銀いっちゃん」を対称詞と

して用いる 1)．一方，方向指示名詞については，

例えば「そっちが悪いだろう」のように対称詞と

して用いられることも想定されるが，今回の考察

データには例がみられない（0.00％）．「その他」

には「お二人」等がみられる．（グラフ 2） 

データから収集した自称詞と対称詞の出現数に

ついては，用いられている自称詞は 616 例，対称

詞は 976 例がみられ，対称詞の出現率は自称詞の

1.58 倍となり，対称詞がより多く用いられている．

一方，日本語と韓国語の小説の対訳資料を用いた

鄭惠先（2002）2)には，日本の小説の原作と韓国の

小説の日本語翻訳版の会話文が挙げられているが，

そこにみられる自称詞・対称詞の「使用頻度」の

比率を検討すると原作は 1:1.63，翻訳版は 1:1.35，

それらを平均すると対称詞が自称詞の約 1.5 倍と

なっており，本研究で収集した出現率とは逆の結

果となっている．このような結果となった理由と

しては，小説とマンガというデータの表現方法の

相違を挙げることができる．例えば，対称詞の呼

びかけがマンガでは頻繁にみられるが，小説で対

称詞の呼びかけが，会話文ではなく地の文にみら

れ，対称詞の会話文における出現率が低くなる．

このような差が結果に反映しているものと考えら

れる． 

自称詞・対称詞にみられる各カテゴリーの出現

状況を比較すると，上記に述べたように自称詞に

おいては，「人称代名詞」が 9 割以上を占めている

が，対称詞においては 2 割以上だけを占めている．

話し手と聞き手の相対的な関係を最も的確に把握

して伝えられる自称詞は，例えは「ぼく」「わたし」

等のような「人称代名詞」であるという理由もあ

るが，自称詞の場合には上記に述べた対称詞にみ

られるような使用制限がないため，使用率が高く

なるものと思われる． 
「親族名称」については，自称詞（0.65％）の

ほうが対称詞（3.69％）よりも出現率が，やや小

さくなっている．上記に説明したように，親族間

では，目上に対して対称詞として「親族名称」を

主に用いる．目上から目下に対しては自称詞とし

て「人称代名詞」と「親族名称」から選択できる

が，その場合の「親族名称」の用法は鈴木（1973）

にみえる「虚構的用法」に当たるものであり，出

現率は極めて低い．目上は目下に対する対称詞と

して「親族名称」を使わず，「人称代名詞」や「人

名」を用いるため，「親族名称」の自称詞と対称詞

の出現率にこのような差が表れたものと考えられ

る 3)． 

「役職名称」については自称詞の 0.65％の出現

率を占めているが，対称詞の場合は 9.12％を占め

ている．このような自称詞と対称詞の出現率に差

については「親族名称」の場合と同様に目上と目

下の関係からの解釈が可能である．また，「役職名

称」については上記に説明したように，自称詞と

して用いられることが特定の職業・場面にしかみ

られないため，このような出現率が理解できる． 
「ニックネーム」については考察した限りにお

いて，自称詞が現れず，対称詞として用いられた

例に限られるため，さらなる考察が必要であろう． 
 

４． 今後の課題 
本研究では，2000 年代の 12 巻のマンガから得

た自称詞・対称詞の用例（1592 例）を検討し，7

つのカテゴリーに分類した．マンガに用いられる

言葉は絵によって発話の現場の情報の示されるこ

とが多いため，表現が短縮される傾向がある．ま

た，読者の存在を意識しながら作成されるコンテ

ンツとして自然談話の場合と比較して役割語など

の登場人物の役割・性格等を鮮明にするための情

報がみられることがよく知られている．そのよう

な特徴にも配慮しつつ，検討を行った． 
その結果，自称詞・対称詞ともに各カテゴリー

間の使用率の差がみられ，自称詞と対称詞の間に

もカテゴリーの出現率の差が認められた．それら

の用法には使用制限の状況など上下関係が大きく

かかわっていることを分析したが，今後ウチ・ソ

ト・ヨソの関係を加えて検討することが必要であ

る． 

人称代名詞の使用率については，本研究と異な

るデータの示すものがみられる．例えば，付敏

（2007）4)では，日本人向けの中国語月刊学習雑誌

に掲載されたラジオドラマの日本語訳版にみられ

る一人称代名詞（自称詞としての人称代名詞）・

二人称代名詞（対称詞としての人称代名詞）の「使

用頻度」5)を検討するとほぼ同じ（1:1.07）である
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が，本研究で考察した結果では一人称代名詞・二

人称代名詞の出現率が 2.37:1 であり，一人称代名

詞は二人称代名詞の 2 倍以上になる．したがって，

本研究で収集したデータの結果は先行研究と大き

な差がみられるため，この点についても今後検討

する必要がある． 
 

註 
1) 同様に『となりの怪物くん』に登場している

「笹々原」は「ささやん」のニックネームで人々

に呼ばれているが，雫と夏目の二人の友人には

「ささやんくん」と呼ばれている．本研究では，

その場合の「銀ちゃん」「銀いっちゃん」「ささ

やんくん」はニックネームではなく，「人名」

として取り扱う． 

2) 鄭惠先．日本語と韓国語の人称詞の使用頻度：

対訳資料から見た頻度差とその要因．日本語教

育．114 号．2002．参考 

3) 例えば日本語においては，親が子供に向かって

「娘」「息子」「子供」等の「親族名称」を対称

詞として使わない． 

4) 付敏．日中両言語における人称代名詞の対照研

究．奈良女子大学２１世紀ＣＯＥプログラム 

古代日本形成の特質解明の研究教育拠点．2003．

p7，p121-136．参考 
5) 同前 

 

付記 

 本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究所「大

学院生研究助成」（DB2716）の助成を受けたもの

である． 
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Abstract 

Japanese has a large number of address terms. This study focuses on the first and the second pronouns, 

using data taken from Japanese comic, and analysing the way they are used in conversation from viewpoints 

of “utterance intention”, “scene of utterance” and “interpersonal relation of speaker and audience”.  
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